
チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 改善目標、工夫している点など

1 職員の配置数は適切であるか 11 2 0 時間や曜日により足りないと感じることもある

2
事業所の設備等について、スロープや手
すりの設置などバリアフリー化の配慮が
適切になされているか

13 0 0 段差が無く、広く開く引き戸で、車椅子でもスムーズに動くことができる

3
業務改善のための目標設定や振り返り
に、広く職員が参画しているか 12 1 0

4
職員の資質の向上を行うために、研修の
機会を確保しているか 12 1 0

5

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析したう
えで、放課後等デイサービス計画書を作
成しているか

13 0 0
事業所内外の様子を他事業所や保護
者や、必要時は支援学校の先生から
聞き、計画書に反映させている

6
支援開始前には職員間で必ず打ち合わ
せをし、その日行われる支援の内容や役
割分担について確認しているか

13 0 0
・当日や前日の様子から気をつけることを
打ち合わせ、環境つくりをしっかり行えてい
る
・ミーティングで情報を共有できている

7
定期的に、職員間で打ち合わせを行い、
行われた支援の振り返りを行い、気付い
た点等を共有しているか

12 1 0
パニックや拘りの元を確認し、新たに発
見したことは職員間で周知され、徹底し
た行動がなされていると思う

8
日々の支援に関して正しく記録をとること
を徹底し、支援の検証・改善につなげてい
るか

12 0 0
・その日起きたこと、特筆すべき事項は
しっかり記録し、他の職員にも伝えられ
ている　　　・毎日、計画に沿った経過を
記録している。　　　　未記入1名

9
定期的にモニタリングを行い、放課後等
デイサービス計画の見直しの必要性を判
断しているか

11 0 0
基本的に半年に1回は見直しの必要が
あるかモニタリングし確認されている
未記入２名

10
障害者相談支援事業所のサービス担当
者会議に、その子どもの状況に精通した
最もふさわしい者が参画しているか

10 3 0

11

学校との情報共有（年間計画・行事予定
等の交換、子どもの下校時刻の確認
等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル
発生時の連絡）を適切に行っているか

13 0 0

・利用児を学校に迎えに行った際、その日
の様子や連絡事項を担任の先生から伝え
てもらっている
・学校と事業所の共通理解を深めたり情報
交換の必要な際は、連絡相談会に参加し
ている

12
医療的ケア児を受け入れる場合は、必要
に応じて子どもの主治医と連絡体制を整
えているか

7 6 0

13

就学前に利用していた保育所や幼稚園、
認定こども園、児童発達支援事業所等と
の間で相談支援員を通して情報共有と相
互理解に努めているか

11 2 0

14

学校を卒業し、放課後等デイサービス事
業所から障害福祉サービス事業所へ移
行する場合、それまでの支援内容等の情
報を相談支援員を通して提供する等して
いるか

12 1 0

　　　　　　【事業者向け】　放課後等デイサービス自己評価表
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チェック項目 はい
どちらとも
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いいえ 改善目標、工夫している点など

15
障がいのない子どもと活動する機会があ
るか 7 5 1 託児の際には一緒に過ごすこともある

16
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解を持っているか

12 1 0
保護者が迎えに来られた際には事業
所での様子を口頭で伝えるようにして
いる

17
運営規程、支援の内容、利用者負担等に
ついて丁寧な説明を行っているか 13 0 0

18

必要に応じて保護者からの子育ての悩み
等に対する相談を受け、必要な助言や支
援を行ったり、保護者同士の連携を支援
しているか

9 4 0 保護者のお迎えの際に相談や質問があれば対応されている

19

子どもや保護者からの苦情について、対
応の体制を整備するとともに、子どもや保
護者に周知し、苦情があった場合に迅速
かつ適切に対応しているか

13 0 0
・苦情や要望などがあれば、速やかに
管理者や法人代表に報告し対応する
よう体制ができている　・苦情内容、経
過の記録帳がある。

20
定期的に会報等を発行し、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報を子どもや保
護者に対して発信しているか

13 0 0
ひらすま新聞の発行やご近所の方々
へのチラシの配布などで情報発信して
いる

21 個人情報に十分注意しているか 13 0 0 十分に注意されている

22
障害のある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしているか 13 0 0

事業所内での様子を伝えることである
程度は本人の気持ちが伝えられられる
のではないかと思う

23
事業所の行事に地域住民を招待する等
地域に開かれた事業運営を図っているか 9 4 0

コロナで催し行事が開催されない状態
だが、地域住民がいつでも来所できる
環境になっている。

24
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を行っているか 12 1 0

25
食物アレルギーのある子どもについて、
適切に対応がされているか 13 0 0

アレルギーの原因となる食べ物は事前に
確認し、職員の目に留まりやすい場所に貼
り出し注意喚起している

26
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で
共有しているか 13 0 0

・注意すべき点についてはスタッフ全員に周知さ
れるようになっている。　　・毎日のミーティングや
情報共有ノートを介して、ヒヤリハット内容を共有
している。

小規模多機能ホームひらすまあらいべ放
課後等デイサービス事業所
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